
 

 

 

「タイガーＧＬボンド」は、1970 年（昭和 45 年）に吉野石膏が日本で初めて販売を開始して以来、実績を重ね、

現在では〈せっこう系接着材によるタイガーボードの直張工法〉として「公共建築工事共通仕様書」（国土交通省

大臣官房長官営繕部監修）にも記載されている一般的な内装材施工方法として、公共、民間工事を問わず普及

しています。 

しかしながら、近年は、緻密な高強度コンクリートの普及、剥離剤（離型剤）や養生剤の残存による悪影響、必

要な工程を省略する等により、ＧＬ工法の基本である“接着力”が確保できず、剥離に至るケースが散見されま

す。 

こうした事故を防止するために、ＧＬ工法をご採用頂きました皆様には下記の「GL 工法必須 4 ヶ条」を再度チェ

ックし、遵守して頂きますようお願いいたします。 

 

 

 

１条：下地には必ずプライマーを塗布する 

離型剤の付着した下地、養生剤を塗布した下地は、吸水性が乏しくなるため、GL ボンドの接着力が低下しま

す。プライマーを塗布することでＧＬボンド中のせっこうがプライマーと密着し、十分な接着力が得られます。 

〈コンクリート下地にプライマーを塗布した接着面〉 

     

例１：コンクリート下地へのプライマー処理 

●スーパータック（アクリル系エマルションプライマー）による処理 

 
希釈倍率 塗布量 処理面積 

  

３倍液（スーパータックＡ １：２ 水） 

または 

 

３倍液（スーパータック R １：２ 水） 

１５０～２００ｇ/㎡ 

（ローラーによる塗布） 
約３１０㎡/１８㎏缶 

※スーパータックが乾燥した後は、速やかに次工程に移ってください。 
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正しい｢ＧＬ工法｣の手引き 

 〈ＧＬ工法必須４ヶ条〉 

プライマー層 

GL ボンド 

下地コンクリート 

拡大面 

プライマー層 



 

２条：下こすり と コテ圧を十分に 

十分な接着力を得るためにはコテ圧をかけて下こすりし、ＧＬボンドのダンゴもコテ圧をかけて塗りつけます。

そうすることで接着面が緻密になり接着力が増します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈下こすりをしなかった接着面〉              〈下こすりをした接着面〉 

十分に密着せず接着面に隙間が出来る           十分密着して隙間がない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３条：塗り付けピッチを守る 

GL ボンドの接着力は、接着面積に左右されます。塗り付け数を省くと接着面積が少なくなり、必要な接着力

が確保できず、剥離する危険性があります。 

●ＧＬボンド塗り付けピッチ（公共建築工事共通仕様書による） 

施工部位 塗り付けピッチ 

腰壁部（床上１．２ｍ以下の部分） ２００～２５０ｍｍ 

腰壁上部（床上１．２ｍを越える部分） ２５０～３００ｍｍ 

せっこうボード周辺部 １５０～２００ｍｍ 
 

拡大面

下こすりとコテ圧を十分に 



４条：ダンゴサイズ（塗付量）を十分に 

３条と同じ理由で、ダンゴのサイズが小さくなると接着面積が少なくなり、接着力が確保できずに剥離する危険

性があります。 

 

●仕上厚さ（２０～２５ｍｍ）の場合の標準ダンゴサイズ 

 

●ＧＬボンドの使用量 

仕上げ厚 ＧＬボンド使用量 

２０～２５ｍｍ 約３～４．５㎏/㎡ 
 

●ダンゴの塗り付け高さ 

ＧＬボンドのダンゴ厚（塗り付け高さ）は仕上げ厚の約２

倍とします。 

※１袋で 4.4～6.6 ㎡（仕上げ厚 20～25ｍｍの場合）施

工可能 
 

 

〈ＧＬボンド荷姿〉クラフト紙袋２０㎏入り 

〈仕上材についての注意事項〉 
GL 工法で施工したタイガーボードに化粧板等の上張りを行う場合は、面重量が増し、ＧＬボンドへの負担が大き

くなります。必須４ヶ条を守らないＧＬ工法下地に上張りを行い、剥離にいたるケースが発生しています。面重量

が増す上張りを行う場合のＧＬ工法では、より確実に必須４ヶ条を守って施工するようにしてください。 

 

※ 詳細な施工方法については「ＧＬ工法」カタログ及び「ＧＬ工事仕様書」をご参照ください。 

 

 

 

 

約１００ｍｍ 

約１５０ｍｍ 

仕上げ厚２０～２５ｍｍの場合 

〈ダンゴサイズが小さくて剥離した例〉


